中国における『中国』 : 「帽子をかぶせる」から「帽子をはずす」まで by 新田 順一































                                                     
1 文革の時期については、学界には主に「十年説」（66～76 年）と「三年説」（66～69 年）がある。本稿は
前者に立つ。 

























                                                     
2［3:p55］1972 年 5月 6日、中国外交部代部長姫鵬飛と文化部の職責を代行していた国務院文化組が許可し、
中国駐在イタリア大使館文化参事官が正式にイタリア放送局に中国のインビテーションを転送した［2:p5］。 


































可を出してアントニオーニを来させたものだから」。1973 年 10 月末、中国外交部新聞司はこの
作品を発禁審査にした［5:p42］。 







                                                     
5 1970 年 6 月から 1975 年 1月、もとの文化部は解体され、この文化組が成立して職責を代行していた。 























組織的な批判がおこなわれた。1 月 30 日、「反動影片『中国』調査組［反動的映画『中国』調












































播局に向けられた。1974 年 2 月 6 日から 10 月にかけて、京西ホテルで「広播局核心小組批林





































                                                     
9 映像資料［1］2011 年 11 月 11 日。 

























                                                     































































 四人組打倒後、1978 年 11 月 10 日の中央工作会議で、中共中央副主席の李先念は関連の部門
に対してこの映画のことを述べた。「当時の歴史的条件下で、『中国』はいくぶん欠点があり、
中国人民の感情を傷つけた。しかし四人組はそれを利用して周恩来総理に反対したのだ。外交










                                                                                                                                          
とからイタリアファシストというようになると、さすがにアントニオーニも我慢できなくなった。1975 年









14 インターネット文献［2］2011 年 11 月 11 日。この文章によると、『SMG 艺术人文频道』の「世界风」は『中
国』専門の特集「安东尼奥尼与中国情缘」を載せているという。 
－ 20 － 
（２）民間レベルの動向 
１ 32 年後の再会 





























                                                     
15 瘦头陀、インターネット文献［3］2011 年 11 月 11 日。 







































































～121］。劉海平夫妻に対する2012年 3月 7日の筆者のインタビューにもよる。 
19 後掲の劉海平のインターネットページを参照のこと（2011 年 11 月 11 日）。 











の映画伝奇」［映像資料 6のコンテンツ］で単独に放送、2009 年 2 月 15 日、予定通りこの映画
は茶の間に顔を見せた［映像資料 6］。放送の当日、劉夫婦は涙を流して喜んだという。夫妻は


















                                                     
20 例えば東方衛星テレビは 2009 年にドキュメンタリー『看中国［中国を見る］』を放送し、アントニオー
ニ夫人と当時のキャメラマンらにインタビューをした［映像資料 5］2011 年 11 月 11 日。 
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